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 四月・五月に予定されていました大きな行事も一段落しました。学校によっては運動会がありまし

た。支援員さん方が気を配り注意して見てこられた子どもたちは、どちらかというと行事は苦手なもの

になります。それは、自分の気持ちを集中させ、行動をコントロールさせなければならない場面がいく

つもあるからです。そうした難しい場面で、友達の行動を模倣し、先生や支援員さんの助けを借りなが

ら乗り切っていくところに成長が見えるのではないでしょうか。 
  

四月に始まりました支援員さんとの研修の様子をお伝えします。個別の配慮から詳しくはお伝えでき

ませんのでご承知ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ～～支援員研修会が今年も開催されます～～ 
 

◎南小会場・・ ６月２７日（火） 

参加校･･･東小・深良小・向田小・南小 

    公開授業・事後研修会 ９：０５～１１：４０ 

◎須山小会場・・７月７日（金） 

参加校･･･西小・富一小・富二小・千福が丘小・須山小 

 公開授業・事後研修会 ９：０５～１１：４０ 
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平成 29年度 

支援員さんとの研修が始まりました・・ 

☆ A支援員さんとの研修 4/25（火） 

初めて支援員として勤務されております。主として多動・

衝動性の高いお子様に対応されております。支援員さんとし

ての気持ち・・「いったい、どうしたらいいの？」というのが

率直の気持ちではないでしょうか。参観者としては「支援員

さん疲れ果ててしまうのではないか？ でも、ここが試練、

このお子さんに対応できればどんな子どもにも大丈夫、がん

ばって・・・」 

☆ B支援員さんとの研修 5/11（木） 

授業での支援や取り出しての個別の

支援をされています。子どもの発達に

応じた支援を、担任の先生と共に考え

られています。個別の指導では、より

確かな実態把握（理解）が必要になり

ますが、B 支援員さんはその点をわき

まえられていました。 

☆ C支援員さんとの研修 5/11（木） 

担任の先生との連携がとてもよくとれていまし

た。授業の始まりでは担任・支援員が共に前に立ち

あいさつ、授業の始まりが弱い子どもへの支援、発

表者の呼名、プリントのまるつけ等々、担任の教え

るべきことと、それをサポートする姿が印象的でし

た。 

☆ D支援員さんとの研修 5/12（金） 

初めて支援員として勤務されております。子ど

もたちの間で“仲違い”になっている場面に出会

った時の介入のしかたに迷っていました。授業に

集中できず、手いたずらに入ってしまう子どもの

理解や対応について研修をしました。 


